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美味しいお米に　　　育ってね!



つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

田植え

上郷小学校では５月 17 日㈮に

学校田の田植えを行いました

１年生から６年生まで全児童が

どろんこになりながら協力して植えました

今から秋が楽しみです
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津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
設
置
の
目
的
は
、
こ
れ
ま

で
水
田
や
道
路
を
つ
く
る
際
の

工
事
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
発

掘
調
査
に
よ
る
土
器
な
ど
の
出

土
品
や
記
録
図
な
ど
の
「
収
蔵
・

保
管
」
で
す
。

　

合
わ
せ
て
出
土
品
を
展
示

し
、
津
南
町
の
歴
史
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と

な
り
、
農
と
縄
文
の
体
験
実

習
館
と
も
連
携
し
て
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
も

持
ち
ま
す
。

　

元
々
、
中
津
小
学
校
だ
っ
た

こ
の
施
設
は
秋
山
郷
へ
向
か
う

途
中
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

町
を
訪
れ
た
人
々
が
見
学
し
て

か
ら
町
内
を
巡
る
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も
期
待

さ
れ
、
観
光
的
側
面
も
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
出
土
品
は
、
津
南

町
の
歴
史
の
豊
か
さ
の
一
端

を
示
す
も
の
で
す
。
こ
れ
を

恒
久
的
に
保
存
し
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と

し
て
役
立
て
て
い
く
大
切
な

役
割
が
「
津
南
町
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

令和７年完成予定

津南町
埋蔵文化財
センターの紹介

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

　
　

 

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

平
成
29
年
に
旧
中
津
小
学
校
を
津
南
町
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
の
撤
去
工

事
が
行
わ
れ
、基
本
設
計
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
実
施
設
計
を
行
い
令
和
元
年
か

ら
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、

文
化
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
４

年
間
は
、
内
装
の
撤
去
、
給
食
棟
を
解
体
し
、

そ
の
跡
地
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
建
設
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

は
不
特
定
多
数
の
お
客
様
が
来
館
す
る
こ
と

に
対
応
す
る
た
め
に
消
防
法
や
建
築
基
準
法

を
満
た
す
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
収
蔵
、
展
示
に
向

け
て
最
低
限
の
収
蔵
棚
、
展
示
ケ
ー
ス
、
展

示
台
、
展
示
壁
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

本
ノ
木
遺
跡
出
土
品
や
堂
平
遺
跡
の
火
焔
型

土
器
・
王
冠
型
土
器
を
展
示
す
る
た
め
の

ケ
ー
ス
は
文
化
庁
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の

で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
協
議
を
重
ね
て
作
成

を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
令
和
７
年
９
月
の
開
館
予
定
に
向

け
て
、
工
事
が
続
い
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
は
、
体
育
館
も
展
示
施
設
に
す
る
た
め
の

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

１階図書・収蔵・展示エリア

特 
集
Topic

は
じ
め
に
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津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　

設
置
の
目
的

　

津
南
町
で
は
、
昭
和
30
年
代
に
調
査
さ
れ

た
国
指
定
史
跡
本
ノ
木
遺
跡
、
昭
和
40
年

代
に
調
査
さ
れ
た
史
跡
沖
ノ
原
遺
跡
を
は
じ

め
、
平
成
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
圃
場
整

備
事
業
や
平
成
20
年
以
降
の
県
営
圃
場
整
備

事
業
に
伴
う
遺
跡
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
出

土
し
た
膨
大
な
出
土
品
が
分
散
し
て
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
資
料
は
、
文
化
財

２階展示エリア

３階収蔵エリア

保
護
法
に
よ
っ
て
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て

津
南
町
が
保
管
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
資
料
を
、一
括
し
て「
収
蔵
・
保
管
」

し
、
そ
し
て
展
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
今
後
も
、
大
規
模
な
県
営
圃
場
整
備
事

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
発
掘

踏
査
や
整
理
作
業
を
行
い
、
出
土
品
を
保
存

し
て
い
く
た
め
の
中
心
と
な
る
施
設
で
す
。

↓沖ノ原 1 号住居跡はこの炉跡を型取りして展示します。

堂平遺跡の
火焔型土器・
王冠型土器

秋山郷を紹介

正面ヶ原 A遺跡の出土品

縄文時代草創期・
本ノ木遺跡出土品

大地の成り立ちと
自然環境を紹介

1/1 スケールの沖ノ原遺跡の
展望住居跡を再現
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Ⓐ

Ⓑ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
主
な

機
能
は
、
土
器
な
ど
の
出
土
品
、
記
録
図

面
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
に
関
わ
る
収
蔵
保

管
で
す
。
ま
た
、
古
文
書
や
町
に
寄
贈
さ

れ
た
絵
画
な
ど
も
収
蔵
す
る
予
定
で
す
。

　

１
階
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
、
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
Ⓐ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
Ⓑ
が
置
か
れ
ま
す
。
苗
場
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
ブ
ー
ス
で
は
、
雪
の
降

る
仕
組
み
や
湧
水
、
苗
場
山
麓
の
四
季
折
々

を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
階
の
教
室
は
講
堂
と
展
示
機
能
を
持

ち
、
体
育
館
は
、
全
て
を
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
来
館
者
に
見
て
い
た
だ
く
場
所
に
な

り
ま
す
。

　

民
俗
学
や
ジ
オ
、
エ
コ
に
関
わ
る
文
献
を

収
蔵
す
る
書
棚
や
地
域
の
か
た
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
考
古
資
料
な
ど
も
展
示
し
、
地
域
の

み
な
さ
ま
が
集
い
、
ま
た
本
に
も
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
機

能
し
ま
す
。

　

教
室
の
３
部
屋
を
使
い
、
縄
文
時
代
草

創
期
・
中
期
・
晩
期
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
国
重
要
文
化
財
の
本
ノ
木
遺

跡
出
土
品
や
堂
平
遺
跡
出
土
の
火
焔
型
土

器
・
王
冠
型
土
器
も
展
示
し
ま
す
。

　

体
育
館
は
、
津
南
町
の
歴
史
や
地
形
、

生
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
に
な
り

ま
す
。

　

苗
場
山
麓
の
大
地
の
成
り
立
ち
と
動
植
物

を
紹
介
し
、
縄
文
人
た
ち
が
暮
ら
し
、
利
用

し
て
い
た
自
然
資
源
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
そ
し
て
、
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、

弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
古
代
、
中
世
の
埋

蔵
文
化
財
を
通
し
て
、
通
史
的
に
紹
介
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
史
跡
沖
ノ
原
遺
跡
第
１
号
住

居
跡
を
原
寸
大
で
再
現
し
ま
す
。
特
に
複
式

炉
は
、
遺
跡
か
ら
型
取
り
し
た
も
の
を
設
置

し
ま
す
。

１ 

階
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

２ 

階
（
展
示
エ
リ
ア
）

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の 

機
能
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今
後
の
予
定
・
開
館
後
の
展
開

　

さ
ら
に
鈴
木
牧
之
の
『
秋
山
記
行
』
を
読

み
解
き
、
民
俗
学
の
知
見
を
通
し
て
、
秋
山

郷
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

２
階
の
展
示
エ
リ
ア
ま
で
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
車
椅
子
の
か
た

も
見
学
で
き
る
よ
う
に
配
慮
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
階
は
、
工
事
を
せ
ず
に
各
教
室
等
に
埋

蔵
文
化
財
・
古
文
書
・
絵
画
を
収
蔵
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
も
工
事
が
続
き
、
令
和
７
年

９
月
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
埋
蔵
文

化
財
を
常
設
展
示
し
、
農
と
縄
文
の
体
験
実

習
館
な
じ
ょ
も
ん
と
合
わ
せ
て
、
機
能
を
分

散
し
て
、
よ
り
苗
場
山
麓
を
学
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
見
た
後
、
展
示
で
紹
介
さ
れ

た
史
跡
沖
ノ
原
遺
跡
や
龍
ヶ
窪
へ
と
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
津
川
上
流
の

秋
山
郷
へ
と
誘
う
仕
組
み
を
今
後
、
観
光
部

局
と
連
携
し
た
い
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、苗
場
山
麓
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
様
々
な
情
報
の
発
信
の
機
能
を
も

ち
、
多
く
の
人
が
集
い
、
そ
し
て
、
エ
リ
ア

内
を
周
遊
す
る
た
め
の
起
点
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
９
月
に
出
土
品
を
収
蔵
・

展
示
し
、
津
南
町
の
歴
史
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、「
津
南
町

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
予
定

で
す
。

　

農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
の
愛
称
は
、

「
な
じ
ょ
も
ん
」
で
す
。
開
館
か
ら
20
年

が
経
ち
、
町
内
外
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
も
、

同
様
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

決
定
し
た
愛
称
は
、
今
後
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
案
内
看
板
な
ど
に
利

用
さ
れ
、
な
じ
ょ
も
ん
同
様
、
多
く
の

人
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
募
集
内
容
に
つ
い
て

１
．
施
設
の
特
徴
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

も
の
。

２
．
施
設
の
愛
称
と
し
て
、
誰
も
が

親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
。

３
．
愛
称
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
、
英
字
、
数
字
の
組
み
合

わ
せ
は
自
由
で
す
。
文
字
数
に
つ

い
て
は
６
文
字
程
度
ま
で
と
し

ま
す
。

４
．
自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の
で
、
第

三
者
が
有
す
る
著
作
権
等
の
権
利

を
侵
害
し
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

５
．
名
称
と
理
由
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

例
津
南
ら
し
さ
を
感
じ
る
か
ら
。

　
　
　

こ
の
地
方
の
方
言
で
～
。
等
。

■
募
集
締
め
切
り

　

令
和
６
年
７
月
31
日
水
曜
日
（
必
着
）

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
一
人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
応
募
１

回
に
つ
き
１
点
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
・
応
募
先

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
・

　

紙
に
よ
る
応
募

■
応
募
箱
へ
投
函

　

な
じ
ょ
も
ん
に
応
募
用
紙
・
応
募
箱

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
選
定
方
法

　

候
補
作
品
を
選
定
し
、
そ
の
中
か
ら

町
長
が
採
用
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

■
結
果
発
表

　

選
定
結
果
は
受
賞
者
本
人
に
直
接
通

知
す
る
と
と
も
に
、
景
品
を
贈
呈
し
、

採
用
作
品
と
受
賞
者
の
氏
名
、
住
所
（
市

区
町
村
ま
で
）
を
「
広
報
つ
な
ん
」
及
び

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発
表
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
教
育
委
員
会　

文
化
財
班

　

な
じ
ょ
も
ん

　

℡
７
６
５
‐
５
５
１
１

３ 

階
（
収
蔵
エ
リ
ア
）

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の 

愛 

称 

を
募
集
し
ま
す
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▼ヤマノクチ
井上唯（日本）

大地の芸術祭 越後妻有ア ートトリエンナーレ2024

7月13日 ㈯ 開幕

開
幕
ま
で
残
り
23
日
！

津
南
町
の
新
作
（
新
展
開
含
む
）
を
紹
介
し
ま
す
！

今
回
展
は
18
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
新
作
・
新
展
開
（
イ
ベ
ン
ト
含
む
）
21
作
品
を

公
開
し
ま
す
。

過
去
最
大
規
模
の
作
品
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

作
品
マ
ッ
プ
絶
賛
販
売
中
で
す
。
今
か
ら
購
入
し
て
巡
り
か
た
を
計
画
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

※
画
像
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
す
べ
て
作
品
イ
メ
ー
ジ

新作・イベントの詳細は
公式ホームページへ

▼秋山郷大赤沢
　再生シンポジウム（仮）
イベント日：10/20（※変更の可能性有）

▼山の肚
永沢碧衣（日本）

▼アケヤマ －秋山郷立大赤沢小学校－
監修：深澤孝史
会場構成：一般社団法人コロガロウ／佐藤研吾

▼続秋山記行編纂室
深澤孝史（日本）

▼胸中山水  秋山郷図
山本浩二（日本）

▼フロギストン（新展開）
山本浩二（日本）

アケヤマ－秋山郷立大赤沢小学校－ （旧大赤沢分校）

▼カマガミサマたちのお茶会：
　信仰の家のおはなし
内田聖良（日本）
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大地の芸術祭 越後妻有ア ートトリエンナーレ2024

7月13日 ㈯ 開幕

▼同じで同じではない
マシュー・ツァン＆コーデリア・タム（香港）
　香港ハウス

▼別の場所から来た物
ニキータ・カダン（ウクライナ）
　東京電力信濃川発電所連絡水槽

▼太陽の移ろい
白井美穂（日本）

Photo by Nakamura Osamu

▼農具は楽器だ！（新展開）
岡淳＋音楽水車プロジェクト（日本）

Photo by Nakamura Osamu

▼上郷クローブ座レストラン
EAT & ART TARO
脚本・演出：原倫太郎＋原游

Photo by Nakamura Osamu

▼越後妻有かぷかぷ楽団2024
岡淳＋音楽水車プロジェクト（日本）
イベント日：11/9

Photo by Yanagi Ayumi

▼泣かないでよ、ルーキー
越智良江（日本）
イベント日： 10/13、10/14

越後妻有 「上郷クローブ座」 ／香港ハウス

大割野商店街その他

▼Lights to Tsumari
　（妻有への明かり）
新垣美奈（日本）
　風巻履物店、好月、名地農機

▼驟雨がくる前に「秋山記行」の自然
　科学的視点からの推考の試み－１
磯辺行久（日本）　　清水川原

▼大割野おみくじ堂
佐藤悠（日本）
　旧大口百貨店

▼おりがみ：みんなで作る津南の森
布施知子（日本）
　旧大口百貨店

▼思い出の在り方
加治聖哉（日本）
　旧かなやま



広報 10令和６年６月号

く
ら
し

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

７
月
３
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

７
月
３
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

最
近
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落
ち

着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
不
安
が
あ
る
か
た
、
ご

家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話
か

直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

　

７
月
17
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階　

会
議
室

■
相
談
医
師　

　

柏
崎
厚
生
病
院　

松
田
ひ
ろ
し
院
長

■
定
員

　

約
３
名
（
相
談
時
間
：
１
名
30
分
程
度
）

■
申
込
締
切　

７
月
９
日
㈫　

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
内
線
（
１
３
６
）

　

血
液
事
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に
維
持
し
、

血
液
製
剤
の
国
内
自
給
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
献
血
に
つ
い
て
国
民
一
人
一
人
、
特
に

若
年
層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
、
全

国
一
斉
に
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
安
心
で
安

全
な
輸
血
用
血
液
を
確
実
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
こ
の
機
会
に
献
血
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス　

７
月
18
日
㈭

・
津
南
油
圧

　

午
前
９
時
45
分
～
11
時
15
分

・
津
南
町
役
場

　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

　

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
な
り
ま
す
。

■
献
血
ル
ー
ム

・
ば
ん
だ
い　

ゆ
と
り
ろ
（
新
潟
市
万
代
）

・
千
秋
（
長
岡
市
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
千
秋
）

　

献
血
ル
ー
ム
で
は
毎
日
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
献
血
ル
ー
ム
で
は
特
定
の
成

分
だ
け
を
採
血
す
る
成
分
献
血
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
そ
の
他

　

献
血
に
際
し
て
は
、
徹
底
し
た
感
染
症
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

上
下
水
道
事
業
会
計
の

イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
番
号

献
血
に
ご
協
力
を
！

～
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」が

　
　
　
　
　
　

  

実
施
さ
れ
ま
す
～

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
に
伴
い
、
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者

番
号
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
番
号

〇
津
南
町
簡
易
水
道
事
業

　

Ｔ
３
８
０
０
０
２
０
０
０
６
７
９
３

〇
津
南
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　

Ｔ
２
８
０
０
０
２
０
０
０
６
７
９
４

〇
津
南
町
農
業
集
落
排
水
事
業

　

Ｔ
１
８
０
０
０
２
０
０
０
６
７
９
５

　

イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
番
号
は
、
津
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
納
入
通
知
書
等
へ
の
印
字
に
つ
い
て

　

新
し
い
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
番
号
は
、
令

和
６
年
５
月
発
行
分
の
納
入
通
知
書
か
ら
印

字
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
・
下
水
道
使
用

量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
に
は
令
和
６
年

７
月
以
降
か
ら
印
字
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６



11 広報 令和６年６月号

　

町
で
は
、毎
年
９
月
に
行
う
敬
老
事
業
で
、

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
頃
に
各
ご
家
庭
に

回
覧
に
て
「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

調
査
票
」に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
で
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
対
象
者

【
金
婚
（
結
婚
50
年
）】

　

昭
和
49
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）】

　

昭
和
39
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

婚
姻
日
は
自
己
申
告
制
の
た
め
、
お
申
し

出
が
な
い
と
お
祝
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

南
魚
沼
・
魚
沼
・
十
日
町
地
域
振
興
局
で

は
、「
３
魚
沼
圏
域
人
材
確
保
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
第
１
弾
と
し
て
新
卒
学
生
の
採
用
戦

略
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

新
卒
新
採
用

戦
略
強
化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

金
婚・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
へ

お
申
し
込
み
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

採
用
活
動
の
課
題
を
整
理
し
、
新
た
な
戦

略
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
自
社
に
合
っ
た
採

用
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
行
く

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
採
用
戦
略
に
お
け

る
最
新
の
ト
レ
ン
ド
や
事
例
な
ど
を
交
え
な

が
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

■
主
催

　

新
潟
県
南
魚
沼
地
域
振
興
局
、
南
魚
沼
市

■
日
時

　

①
７
月
４
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

②
８
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

③
９
月
５
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

※
全
３
回
と
も
、
株
式
会
社
モ
ザ
イ
ク
ワ
ー

ク
代
表
取
締
役
社
長  

杉
浦
氏
が
講
師

■
開
催
場
所

　

南
魚
沼
市
事
業
創
発
拠
点M

U
SU

BI-BA

（
六
日
町
駅
東
口
１
Ｆ
）

■
対
象

①
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
・
魚
沼
市
・
十
日
町

市
・
津
南
町
に
本
社
ま
た
は
主
要
な
事
業

所
が
あ
る
企
業

②
２
０
２
４
年
大
学
卒
業
者
・
２
０
２
５
年

大
学
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
採
用
活

動
を
行
い
、
か
つ
２
０
２
６
年
度
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
し
た
採
用
活
動
を
計
画
し

て
い
る
企
業

③
全
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
す
べ
て
参
加
で
き

る
企
業

※
①
～
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
企
業

■
定
員
・
参
加
費

　

定
員
：
20
社
程
度
（
各
社
２
名
ま
で
）

　

参
加
費
：
各
回
１
，０
０
０
円
（
ラ
ン
チ
代
含
）

■
お
申
し
込
み
先
・
期
限

　

左
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。（
※
先
着
順
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
南
魚
沼
市

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

　

℡
０
２
５
‐
７
７
８
‐
０
５
１
１

第
49
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

　

中
津
川
運
動
公
園
の
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
で
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
未
満

の
子
ど
も
か
ら
一
般
の
か
た
ま
で
参
加
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
駆
け

抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

７
月
14
日
㈰
雨
天
決
行

■
集
合
受
付　

津
南
中
等
教
育
学
校
体
育
館

■
受
付
開
始　

午
前
９
時

■
開
会
式　

午
前
９
時
30
分

■
競
技
開
始　

午
前
10
時

■
閉
会
式　

競
技
終
了
後
（
正
午
頃
）

■
組
別
・
距
離

　

小
学
生
未
満
男
女
４
０
０
ｍ
／
小
学
生
未

満
親
子
４
０
０
ｍ

※
次
か
ら
の
小
学
生
以
上
は
男
女
別
で
す
が

距
離
は
同
じ
で
す
。

小
学
１
・
２
年
生
８
０
０
ｍ
／
小
学
３
・

４
年
生
１
０
０
０
ｍ
／
小
学
５
・
６
年

生
１
５
０
０
ｍ
／
一
般
（
高
校
生
を
除
く
）

１
０
０
０
ｍ
／
50
歳
以
上
の
部
１
０
０
０

ｍ
／
中
学
生
３
０
０
０
ｍ
／
高
校
・
一
般

３
０
０
０
ｍ

■
表
彰　

　

次
の
と
お
り
、
男
女
別
に
行
い
ま
す
。
小

学
生
１
～
６
位
。
中
学
生
１
～
３
位
。
一
般

及
び
高
校
・
一
般
は
１
位
。
小
学
生
未
満
は

完
走
証
を
授
与
。

■
参
加
資
格

　

津
南
町
在
住
者
及
び
町
内
に
在
学
、
勤
務

す
る
者
。

■
そ
の
他

募
　
集

　

新
潟
県
で
は
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
「
に

い
が
た
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
30
」
の
取
組
の
一
つ

と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
【
に

い
が
た
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
30
】
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

https://niigata-2050-zerocarbon.jp/
challenge30/

■
に
い
が
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
安
全
・
安
心
に
つ
な

が
る
運
転
の
〝
技
術
〟
や
〝
心
が
け
〟
の
習

慣
化
を
め
ざ
す
「
新
潟
県
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県　

環
境
政
策
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
４
２

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
す
め

申込フォーム
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地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
旅
「
雪
国

リ
ト
リ
ー
ト
」
に
参
画
す
る
事
業
者
（
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、
宿
泊
施
設
等
）
と
、
リ
ト

リ
ー
ト
ガ
イ
ド
研
修
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
事
業
の
詳
細
は
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
リ
ト
リ
ー
ト
と
は

　

日
常
生
活
か
ら
離
れ
て
自
分
と
向
き
合

津南病院からお知らせ

Notification

７月から整形外科担当曜日が変更になります
月曜日が羽山医師、金曜日が半戸医師に変更になります。

■お問い合わせ
　町立津南病院　℡ 765-3161

月 火 水 木 金

羽 山
医 師

半 戸
医 師

宮 崎
医 師

井 上
医 師

半 戸
医 師

町立津南病院ホームページ
診療変更などの情報を
発信しています

「
雪
国
リ
ト
リ
ー
ト
」

新
規
参
画
事
業
者
・

ガ
イ
ド
研
修
受
講
者
募
集

い
、
心
と
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め

に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
〝
新

し
い
旅
〟
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

■
お
申
込
み
方
法

１
．
新
規
参
画
事
業
者

　

参
画
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
７
月
29
日

㈪
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
リ
ト
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
か
た
で
あ
れ
ば
、
リ
ト

リ
ー
ト
ガ
イ
ド
研
修
受
講
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。

２
．
ガ
イ
ド
研
修
受
講
者

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
７
月
５
日

㈮
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
リ
ト
リ
ー
ト
ガ
イ
ド
研
修
の
詳
細
】

　

リ
ト
リ
ー
ト
ガ
イ
ド
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
研

修
会
を
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

■
日
時

　

①
７
月
９
日
㈫　

②
８
月
６
日
㈫

　

③
９
月
６
日
㈮　

④
10
月
８
日
㈫

　

⑤
11
月
13
日
㈬

　

す
べ
て
午
後
１
時
30
分
か
ら
５
時

■
会
場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

講
堂

　
（
南
魚
沼
市
六
日
町
９
６
０
）

■
受
講
料

　

１
０
，
０
０
０
円
（
全
５
回
分
／
税
込
）

※
全
５
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
か
た
を
参

加
条
件
と
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

企
画
振
興
部

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
２
７
９
３

この大会は
つなん健康ポイント

対象事業です。

①
事
前
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
。

②
大
会
中
の
事
故
、
け
が
等
に
つ
い
て
は
主

催
者
側
で
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
責
任
は

負
い
ま
せ
ん
。
主
催
者
側
で
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
す
が
、
各
自
で
の
加
入
も
お
勧

め
し
ま
す
。

■
参
加
費　

　

小
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

小
学
生
未
満　

３
０
０
円

　

親
子
の
部　
　

５
０
０
円

■
申
込
締
切　

７
月
１
日
㈪
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
校
時
代
は
福
井
工
業
大
学
付
属
福
井
高
校
に
在
学
し
、
全

国
高
校
選
抜
大
会
等
に
出
場
。
今
年
度
か
ら
女
子
硬
式
野
球
部

が
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
と
し
て
新
設
さ
れ
た
新
潟
医
療
福
祉
大
学

に
進
学
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
町
内
の
か
た
で
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
部
門
に
て
全
国

大
会
等
に
出
場
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
16
日
～
19
日
開
催
（
開
催
地
：
高
知
県 

安
芸
市
）

第
10
回
全
日
本
大
学
女
子
硬
式
野
球
選
手
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
知
大
会  

出
場

新
潟
医
療
福
祉
大
学
１
年

　

村
山　

晏 
さ
ん（
割
野
出
身
）

◆情報をお待ちしています！
　全国大会等に出場されるかたをご存知のかたは情報をお寄せください。
　連絡先：教育委員会 生涯学習班（津南町公民館）　℡ 765-3134

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
か
た
を
「
町
政
功
労
者
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
６
名
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 町

政
功
労
者

令
和
６
年
度

↑石澤正喜さん
（表彰式当日欠席だった

ため、個人撮影）

↑左から石沢拓さん、鈴木さん、半戸さん、村山さん、津端さん
消防防災表彰

30年の長きにわたり、消防団員と
して尽力されました。

石澤  正喜さん
（鹿渡）

30年の長きにわたり、消防団員と
して尽力されました。

石沢　  拓さん
（鹿渡新田）

30年の長きにわたり、消防団員と
して尽力されました。

鈴木  壮生さん
（船山新田）

自治功労表彰

20年の長きにわたり、選挙管理
委員会として尽力されました。

半戸  敬二さん
（中子）

12年の長きにわたり、津南町議
会議員として尽力されました。

村山  道明さん
（割野）

17年の長きにわたり、津南町議
会議員として尽力されました。

津端  眞一さん
（上野）

おらどこの津南のしょおらどこの津南のしょ
～津南町から全国へ！ Brea

kthrough～

ガンバレ!
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 ３名のかたが褒章・叙勲を受章しました

 新潟県電気工事組合十日町支部から
　 絵本を寄贈していただきました

— ５月16日　津南町役場 —

　５月 16 日に新潟県電気工事工業組合十日町支部青
年部会（青年部会長：藤ノ木実様、副会長：庭野克弥様）
より、「電気工事士のおとうさん」という絵本を町立小
学校３校に寄贈していただきました。絵本を通して子
どもたちに電気の大切さ、地域の安心・安全の為に働
く電気工事士の仕事を知ってもらうために、寄贈をし
てくださいました。

↑左から、島田教育長、藤ノ木会長、庭野副会長

 滝沢満春さん（元津南町消防団長）

　昭和 53 年から 39 年の長年にわたり消防団活動に従
事してくださいました。また平成 30 年４月１日から
令和４年３月 31 日の４年間は津南町消防団長を努め
てくださいました。

瑞宝単光章瑞宝単光章

 中島勝光さん（中島治療院、津南町身体障害者互助会長）

　全盲でありながら、治療院を開業し、今も現役のマッ
サージ師であり、鍼灸師でいらっしゃいます。また長
年に渡り、公共施設のバリアフリー化や身障者トイレ
整備などの福祉の向上に努めてくださいました。

黄綬褒章黄綬褒章

 樋口晴人さん（新潟県高冷地センター技術員）

　48 年の長年にわたり、県高冷地センターで農作物の
栽培や、農作物の研究の補助に努めてくださいました。
現在も県高冷地センターで農作物の栽培と研究を行っ
ています。

瑞宝単光章瑞宝単光章
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に

　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

生
活
支
援

生
活
支
援

　
サ
ポ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
タ
ー

これまでの活動から

熱 中 症 予 防

膝が悪くて雪道のゴミ出しが心配だったけど、ゴミ
出しだけでなくおしゃべりもできて元気になれた。

体力が落ちて買い物が十分にできない、重いもの
大きいものを買うのが大変と感じていたが、お願い
できる安心感で気持ちが楽になった。

　他にも、一人ではできないことを一緒にしてほしいなどの困りごとにサポーターがお手伝いをしています。
　サポーター活動の調整は、町社会福祉協議会ボランティアセンターで行っています。サポーターの得意な
ことをボランティア活動の中で活かしていくことができます。関心のあるかたは一緒に活動してみませんか。

　急激に気温があがるこの時期は、体が暑さに慣れていないため、熱中症になり
やすいです。こまめな水分摂取、エアコンなどによる室温の調整、気温の高い
時間帯の外出を控えるなど、体調に気を付けて過ごしましょう。

　

津
南
町
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
多
い
こ

と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
を
公
的
サ
ー
ビ
ス

で
支
え
る
の
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
に
は
、介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
ま
で
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
、地
域
で
の
支
え
合
い
を
目
的
と
し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
つ
な
ん
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
も
な
活
動
内
容
は
、買
い
物
や
簡
単
な
掃
除
、調
理
、ゴ
ミ
出
し
な
ど
日
常

生
活
の
お
手
伝
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
小
さ
な
活
動
で
す
が
、支
え
合
い
を
通
し
て
高
齢
者
も
サ
ポ
ー

タ
ー
も
地
域
な
ら
で
は
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、自
分
ら
し
く
住
み
慣
れ
た
地
域

で
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、７
月
６
日
㈯
、11
月
30
日
㈯
の
午
後
に
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
を
実
施
し
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
つ
な
ん
６
月
５
日
号
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

家のなかでも家のなかでも
　油断しないで！　油断しないで！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町
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国
の
食
育
推
進
基
本
計
画
に
よ
り
、
毎
年

６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、
食
育

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
食
育
」
と
は
？

　

食
育
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む

こ
と
で
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く

た
め
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
「
食
育
」
は
大
切
で
す
。

■
「
食
育
の
日
」
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

食
育
の
「
い
く
」
に
合
わ
せ
、
毎
月
19
日

を
「
食
育
（
し
ょ
く
い
く
）
の
日
」
と
定
め
て

■ 
地
産
地
消
の
推
進

　

地
産
地
消
と
は
、「
地
域
で
生
産
さ
れ
た

食
材
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
」
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
は
新
鮮
な
旬
の
食
材
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
安
心
感
や
物
流
に
か
か
る

燃
料
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

津
南
町
で
の
地
産
地
消
の
取
組
み
と
し

て
、
町
立
小
中
学
校
で
は
地
元
で
作
ら
れ

た
旬
の
農
産
物
を
使
用
し
な
が
ら
学
校
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
に
取

組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
食

文
化
や
農
業
な
ど
の
理
解
を
深
め
、
食
べ

物
へ
の
興
味
や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産

い
ま
す
。

　

し
か
し
、津
南
町
に
お
い
て
「
食
育
の
日
」

を
知
っ
て
い
る
か
た
は
４
割
弱
と
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
保
育
園
・
学
校
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
「
食
育
の
ぼ
り
旗
」
を
掲

げ
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
が
毎
日
摂
っ
て
い
る
食
事
は
、
一

生
を
通
じ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
生
涯
の

健
康
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
で
す
。

　

津
南
町
で
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人

の
割
合
が
20
代
・
30
代
の
若
い
世
代
で
高
い

傾
向
で
す
。「
食
べ
る
時
間
が
な
い
」「
食
欲

が
な
い
」「
食
べ
る
習
慣
が
な
い
」
な
ど
の

様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
寝
て
い
る
間
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
朝
起
き
た
と
き
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
ご
は
ん
は
こ
れ
か
ら
１
日
活
動
す
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
大
切
な
食
事
で

す
。
食
べ
る
習
慣
の
な
い
人
は
、
お
に
ぎ
り

１
個
、
み
そ
汁
１
杯
、
バ
ナ
ナ
１
本
な
ど
か

ら
で
も
良

い
の
で
食

べ
る
習
慣

を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■ 

身
近
な
健
康
づ
く
り
支
援
者

　

 

「
食
生
活
改
善
推
進
委
員
」

　

愛
称
は
〝
食
推
さ
ん
〟。
昭
和
50
年
に
津

南
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
設
立 

さ
れ
、

令
和
６
年
４
月
現
在
、
54
名
の
推
進
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
研
修
し
た
献
立
を
地
域
に

伝
達
す
る
地
区
伝
達
講
習
会
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
「
す
み
れ
工
房
」
で
月
２
回
の
み
そ

汁
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
た
ち
の
食

育
を
進
め
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｔ
ａ
ｐ
事
業
で
の
調
理
実
習
や
手
作
り
お

や
つ
の
配
布
な
ど
、
自
主
活
動
事
業
に
も
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
！
」
を

合
言
葉
に
、
ま
ず
は
自
分
の
健
康
か
ら
家
族

の
健
康
、
そ
し
て
お
隣
さ
ん
、
お
向
か
い
さ

ん
に
声
が
け
し
な
が
ら
身
近
で
親
し
み
や
す

い
健
康
づ
く
り
支
援
者
と
し
て
、
食
生
活
改

善
全
般
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
は

 

「
食
育
月
間
」

　
　
　
　
　

で
す
！

≪食育のぼり旗≫

農
産
物
の
安
定
供
給
と
品
目
を
充
実
で
き

る
よ
う
取
組
み
内
容
を
検
討
し
、
更
な
る

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
で
の

地
産
地
消
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

①集中力・記憶力がアップ
②体温を上げ、基礎代謝も向上
③体のリズムを整える
④便秘予防

朝ごはんを食べるメリット

今月は
桑原 世奈

栄養士
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長井 惇子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
、秋
山
郷
地
区
担
当
の
長

井
で
す
。い
つ
の
間
に
か
新
緑
か
ら
深
い
緑

に
変
わ
っ
て
、結
東
は
す
っ
か
り
緑
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。こ
う
な
る
と
途
端
に
冬
の

雪
景
色
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
な
の

で
し
ょ
う
か
…
。冬
の
写
真
を
見
返
す
と

不
思
議
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
、ご
報
告
が
あ
り
ま
す
。回
覧
で

の
別
紙
お
た
よ
り
に
も
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、本
来
6
月
末
で
任
期
を
終

え
る
と
こ
ろ
、１
年
間
延
長
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！
来
年
6
月
末

ま
で
、引
き
続
き
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な

り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
を
書
い
て
い
る
今
、田
植

え
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
。結
東
で
の

田
植
え
に
、私
も
少
し
だ
け
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。田
植
え
も
３
回

目
、少
し
は
板
に
つ
い
て
き
た
、と
思
い
た

い
。山
ぶ
ど
う
の
赤
ち
ゃ
ん
や
ア
ケ
ビ
の

赤
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
、広
が
る
水
面
に
緑

が
増
え
て
い
く
様
子
を
眺
め
。す
ー
っ
と

息
を
深
く
吸
い
込
む
と
、泥
の
ち
ょ
っ
と
く

さ
い
匂
い
と
草
木
の
匂
い
の
中
に
、朴
の
花

の
甘
い
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
き
て
。五
感
で

季
節
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
、得
し

た
よ
う
な
、満
た
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。気
持
ち
の
い
い
田
植
え
で
し
た
。

　

津
南
に
来
て
か
ら
、東
京
に
い
た
ま
ま

で
は
知
ら
な
か
っ
た
幸
福
だ
な
あ
と
感
じ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。元
々
自
然
が
好
き

で
し
た
が
、東
京
に
い
た
頃
は
、緑
が
多
い

場
所
は「
わ
ざ
わ
ざ
遊
び
に
行
く
場
所
」

で
し
た
。気
温
以
外
で
季
節
を
感
じ
る

こ
と
っ
て
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。埼
玉
の
住
宅
街
で
生
ま
れ
育
ち
、

東
京
に
出
た
私
に
は
、そ
れ
が「
ふ
つ
う
」

で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、生
活
の
周
り
に
当

た
り
前
に
自
然
が
迫
っ
て
い
て
、季
節
に
寄

り
添
い
そ
の
と
き
に
合
っ
た
生
活
を
で
き

る
こ
と
が
、も
の
す
ご
く
特
別
で
贅
沢
に

思
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。あ
る
意
味
幸

運
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

稲
が
若
い
う
ち
の
水
田
に
空
や
山
が

映
り
こ
む
風
景
が
と
て
も
好
き
で
、ど
の

時
間
帯
で
も
、晴
れ
て
い
て
も
曇
っ
て
い
て

も
、眺
め
て
い
た
く
な
り
ま
す
。散
歩
し
た

り
車
を
停
め
た
り
し
な
が
ら
、今
こ
の
と

き
を
堪
能
し
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ま

の
も
と
に
届
く
こ
ろ
に
は
稲
が
成
長
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

す
く
す
く
と
大

き
く
な
っ
て
い
く

様
子
を
見
る
の

も
楽
し
み
で
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

毎
日
の
農
作
業
に
欠
か
せ
な
い
長
靴
。
ど

う
せ
す
ぐ
汚
れ
る
か
ら
と
脱
い
だ
ま
ま
放
置

の
か
た
も
多
い
の
で
は
？
S
D
G
s
を
意

識
し
た
農
業
の
た
め
に
は
長
靴
の
お
手
入
れ

も
必
要
で
す
。
今
回
は
、
少
し
で
も
長
靴
を

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
お
手
入
れ
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

●
洗
い
方

　

靴
底
や
外
側
の
泥
な
ど
を
ブ
ラ
シ
等
で
落

と
し
、
洗
い
流
し
ま
す
。
油
脂
類
が
付
着
し

た
場
合
は
、
中
性
洗
剤
を
含
ま
せ
た
布
で
ふ

き
取
っ
た
後
、
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
靴
は
内
側
が
乾
き
に
く
く
、
湿
る
と
カ

ビ
や
雑
菌
が
繁
殖
す
る
た
め
、
汚
れ
や
臭
い

が
ひ
ど
い
場
合
を
除
い
て
は
、
内
側
の
丸
洗

い
は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず

長
靴
の
お
手
入
れ
方
法

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

丸
洗
い
す
る
場
合
は
し
っ
か
り
と
乾
か
し
て

く
だ
さ
い
。

●
干
し
方

　

直
射
日
光
や
ス
ト
ー
ブ
等
で
の
乾
燥
は
避

け
、
風
通
し
の
良
い
日
陰
で
陰
干
し
し
て
く

だ
さ
い
。
立
て
た

ま
ま
だ
と
内
側
の

奥
が
乾
き
に
く
い

の
で
、
ハ
ン
ガ
ー

で
吊
る
す
な
ど
、

逆
さ
ま
に
し
て
干

し
ま
し
ょ
う
。

●
保
管
方
法

　

折
り
曲
げ
た
り
積
み
重
ね
た
り
す
る
と
ひ

び
割
れ
す
る
の
で
、
新
聞
紙
や
厚
紙
等
で
形

を
整
え
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞
紙
は

湿
気
取
り
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

ゴ
ム
製
品
の
弱
点
は「
紫
外
線
」、「
湿
気
」、

「
高
温
」
で
す
。
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所

や
車
内
等
の
温
度
が
高
く
な
る
場
所
で
の
放

置
は
避
け
、
暗
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
し

ば
ら
く
使
わ
な
い
と
き
は
、
米
袋
な
ど
の
紙

袋
に
入
れ
て
し
ま
う
と
効
果
的
で
す
。

　

靴
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
１
足
を
毎
日
履

く
よ
り
も
、
２
～
３
足
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

し
て
履
き
、
靴
を
休
ま
せ
て
あ
げ
る
の
も
効

果
的
で
す
。
靴
を
い
た
わ
る
こ
と
は
自
身
の

足
を
い
た
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
っ

か
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
、
農
作
業
に
励
み

ま
し
ょ
う
。
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『嘘の真理』 ……………………………………………………………… 講談社
●『心に効く美容』 …………………………………………………… 講談社
●『「死」を考える』
 …………………………………………集英社インターナショナル
●『アイラップで簡単レシピ』 …………………… Gakken
●『俺たちの箱根駅伝』 ……………………………… 池

いけ

井
い

戸
ど

 潤
じゅん

●『対決』 ………………………………………………………………… 月
つき

村
むら

 了
りょう

衛
え

●『鬼
おに

の哭
な

く里
さと

』 ………………………………………………… 中
なか

山
やま

 七
しち

里
り

●『クスノキの女神』 ……………………………………… 東
ひがし

野
の

 圭
けい

吾
ご

【子どもの本】 
●『釣って食べて調べる深海魚』
 ………………………………………………………………………………… 福音館書店
●『発見がいっぱい！科学の実験』
 ………………………………………………………………………………… 成

せい

美
び

堂
どう

出版
●『キャンプへいこう』
 …………………………… スタジオタッククリエイティブ
●『まねをしました』 ………………………………………… 文研出版
●『ねずみくんからのおくりもの』
 ………………………………………………………………………… なかえ よしを
●『あかいとり』……………………………………………… 小

こ

春
はる

 久
ひさ

一
いち

郎
ろう

●『なんのサンドイッチ？』 …………… たなか ひかる
●『かんばんのないコーヒーや』
 …………………………………………………………………… かめおか あきこ

　

今
年
も
、は
や
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。夏
至
も
過
ぎ
、日
の
長
さ

が
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。時
が
経
つ
の
は
早
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？

　

梅
雨
の
時
期
、お
家
で
じ
っ
と
し
て

い
る
の
も
退
屈
で
す
。そ
ん
な
時
は
読

書
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。そ
の
際
に
は

ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。毎
月
新
刊
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

・・・
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号

　
　

大
盛
況
で
ス
タ
ー
ト
！・・・

　

今
年
度
も
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号

が
始
ま
り
ま
し
た
。移
動
図
書
室
内
の

本
も
た
く
さ
ん
入
替
え
を
行
い
、昨
年

の
新
刊
を
多
く
入
れ
て
み
ま
し
た
。

　

町
内
小
学
校
で
は「
待
っ
て
い
ま
し

た
！
」と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、巡
回
の
時

間
の
前
か
ら
玄
関
先
に
長
蛇
の
列
が
で

き
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、５
月
の
津
南
小
学
校
の
様

子
で
す
。特
に
新
一
年
生
の
子
た
ち
が

た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。今
ま
で

は
保
育
園
の
カ
ー
ド
で
借
り
て
い
ま

し
た
が
、今
度
か

ら
は
一
人
ひ
と
り

自
分
の
カ
ー
ド
で

借
り
ま
す
。そ
し

て
元
気
よ
く「
お

願
い
し
ま
す
！
」

「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」と

言
っ
て
く
れ
て
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。ま
た
新
し
く
入
れ
た
本
も
一

斉
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
き
、帰
る
こ
ろ

に
は
毎
回
本
棚
が
ス
カ
ス
カ
状
態
に
な

り
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月

町
内
の
福
祉
施
設
や
保
育
園
、小
学
校

等
の
25
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の

で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
お
話
お
母
さ
ん

　
　
　
　

メ
ン
バ
ー
募
集
中
・・・

　

絵
本
が
好
き
！
お
話
が
好
き
！
そ
ん

な
か
た
待
っ
て
い
ま
す
！

　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
す
て
き
な
お
話

を
持
っ
て
読
み
聞
か
せ
の
出
張
を
い
た

し
ま
す
。大
人
だ
っ
て
、楽
し
め
ま
す

よ
！
一
緒
に
お
話
の
世
界
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
！
ま
ず
は
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日
に

活
動
し
て
い
ま
す
。興
味
が
あ
る
人
が

い
ら
っ

し
ゃ
い

ま
し
た

ら
津
南

町
公
民

館
ま
で

ご
連
絡

く
だ
さ

い
。

■
休
館
日　

６
月
24
日
㈪
、７
月
29
日
㈪

お前は私じゃないし、私はお前じゃない
悩みが０になる人間関係術

　歌舞伎町で一番クセが強いゲイバー店員カマ
たく氏が、人間関係で悩む人たちの心のモヤモ
ヤを、スカッと晴らしてくれる心のあり方を紹介
しています。ズバッと心のモヤモヤを解消する
痛快な言葉に多くの芸能人からも共感の声が上
がっています。

カマたく

夏休みには年１回の夜のおはなし会を
実施しています。たくさんの親子がい
つも来てくれます。

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

６月 −水
み

無
な

月
づ き

−

6月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

仕し

込こ

み
作さ

業ぎ
ょ
う

終お
わ

り
し
味み

噌そ

の
加か

工こ
う

所じ
ょ

は

発は
っ

酵こ
う

味み

噌そ

の
息い

き

づ
か
い
満み

つ 

板
場
麻
実

代し
ろ

か
き
時じ

低て
い

空く
う

飛ひ

行こ
う

の
ツ
バ
メ
ら
は

泥ど
ろ

掬す
く

い
と
り
巣す

作づ
く

り
始は

じ

め 

山
本
光
一

昨さ
く

年ね
ん

の
夏な

つ

の
残の

こ

り
の
三み

輪わ

そ
う
め
ん

五ご

月が
つ

の
夏な

つ

日び

に
涼す

ず

し
さ
味あ

じ

わ
う 

江
村
美
智
代

お
ど
ろ
い
て
高た

か

く
跳と

び
は
ね
五ご

十じ
ゅ
っ

セ
ン
チ

跳と

び
上あ

が
る
猫ね

こ

可か

愛わ
い

ら
し
い
な 
小
島
香
代
子

ふ
き
の
と
う
二に

月が
つ

の
土ど

手て

に
早は

や

過す

ぎ
る

異い

常じ
ょ
う

気き

象し
ょ
う

を
顔か

お

出だ

し
て
知し

ら
す 

江
村
大
輔

庭に
わ

の
シ
ャ
ガ
薄う

す

紫
む
ら
さ
き

の
鋸

の
こ
ぎ
り

花ば
な

黄き

の
模も

様よ
う

つ
け
て
風か

ぜ

に
揺ゆ

れ
立た

つ 

津
端
恵
子

朝あ
さ

顔が
お

の
鉢は

ち

に
挟は

さ

ま
れ
蔓つ

る

伸の

ば
す

風ふ
う

船せ
ん

蔓か
ず
ら

花は
な

の
小ち

い

さ
し 

貝
澤
圭
子

釣つ

り
た
て
の
大お

お

き
真ま

鯵あ
じ

を
も
ら
ひい

た
り

鱗う
ろ
こ

の
固か

た

く
黒

く
ろ
び
か

光
り
せ
り 

恩
田
久
美
子

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

後ご

の
二に

十じ
ゅ
っ

セ
ン
チ
の
傷き

ず

跡あ
と

は

吾あ

の
掌

て
の
ひ
ら

に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
触ふ

れ
る
（
夫
の
胃
癌
切
除
）

 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

藪や
ぶ

椿つ
ば
き

滅ほ
ろ

び
か
け
た
る
山や

ま

の
道み

ち

春し
ゅ
ん

耕こ
う

や
目め

覚ざ

め
て
土つ

ち

の
匂に

お

ひ
た
つ

 

壽　

子

鶯う
ぐ
い
す

や
小ち

さ
き
口く

ち

開あ

け
大だ

い

音お
ん

声じ
ょ
う

鶯う
ぐ
い
す

や
朗ほ

が

ら
に
唄う

た

ふ
雨あ

め

の
日ひ

も

 

緑　

老ろ
う

猫ね
こ

が
語か

た

り
し
懺ざ

ん

悔げ

春は
る

の
雨あ

め

菜な

の
花は

な

と
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

を
撮と

る
親お

や

子こ

 

守　

人

校こ
う

長ち
ょ
う

の
訓く

ん

示じ

の
う
し
ろ
鳥と

り

の
恋こ

い

左さ

官か
ん

屋や

が
水み

ず

の
温ぬ

る

み
し
こ
と
を
言い

ふ

 

房　

良

初は
つ

つ
ば
め
頭あ

た
ま

の
上う

え

を
せ
わ
し
な
く

古ふ
る

屋や

敷し
き

ボ
タ
ン
の
花は

な

が
我わ

れ
迎む

か

う

 

渡　

舟

南な
ん

極き
ょ
く

の
底そ

こ

に
睡ね

む

っ
て
い
る
と
い
ふう

む
か
し
む
か
し
の
雪ゆ

き

の
標ひ

ょ
う

本ほ
ん 

小
野
寺
恒
代

陽ひ

が
差さ

せ
ば
積つ

も
る
雪ゆ

き

解と

け
て
軒の

き

下し
た

に

雨あ
ま

垂だ

れ
と
な
る
春は

る

は
ま
近ぢ

か

に 

高
橋
春
枝

日ひ

日び

ご
と
に
色い

ろ

濃こ

く
な
る
庭に

わ

の
木き

木ぎ

見み

お
ろ
せ
ば
夏な

つ

に
入い

り
ゆ
く
す
が
た 

麻
績
初
恵

初は
つ

夏な
つ

と
な
り
た
る
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う

を

う
ね
り
て
緑み

ど
り

の
風か

ぜ

渡わ
た

る
見み

ゆ 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

水す
い

道ど
う

の
壊こ

わ

れ
し
地な

震ゐ

の
被ひ

災さ
い

地ち

を

思お
も

ひ
て
湯ゆ

水み
ず

の
使し

用よ
う

に
心こ

こ
ろ

す 

中
村
武
子

畑は
た

に
居い

る
吾わ

れ

に
む
か
い
て
子こ

鴉が
ら
す

の

枝し

上じ
ょ
う

に
鳴な

く
は
何な

に

を
語か

た

る
や 

島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔5月〕
	 20日	 十日町地域広域事務組合
	 	 議会臨時会（議長ほか）
	 21日	 全国町村議会議長会
	 	 議長・副議長研修会
	 24日	 産業建設常任委員会
	 28日	 一般質問通告期限
	 29日	 県特別豪雪地帯市町村議会
	 	 協議会定期総会（議長）
〔6月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	 7日	 県町村議会議長会
	 	 第１回臨時総会（議長）

	 12日	 第２回定例会～14日
	 14日	 議会広報特別委員会
	 16日	 消防演習
	 18日	 秋山郷国道整備促進期成同盟会
	 	 通常総会（議長ほか）
　19日　産業建設常任委員会視察

＜今後予定されている行事＞
〔6月〕
	 22日	 だんだんよくする住民懇談会
〔7月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

 7800日 中村チエ子（堂平）
 4100日 大倉敏雄（小下里）
 2700日 城澤作義（小下里）
 1000日 小林真紀子（足滝）
 500日 桑原藤枝（秋成）

主な運動：ラジオ体操、健骨体操、ウォーキング

　

障
害
年
金
と
は
病
気
や
け
が
に

よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
現
役

世
代
の
か
た
も
含
め
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　

こ
の
障
害
年
金
に
は
、「
障
害
基

礎
年
金
」「
障
害
厚
生
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。
病
気
や
け
が
で
初
め
て
医

師
ま
た
は
歯
科
医
師
（
以
下
「
医
師

等
」
と
い
い
ま
す
）
の
診
療
を
受
け
た

と
き
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
場

合
は
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
請
求
で

き
ま
す
。（「
障
害
基
礎
年
金
」
の
請
求

に
つ
い
て
は
市
町
村
で
す
が
、「
障
害
厚

生
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。）

　

障
害
年
金
の
対
象
と
な
る
病
気
や

ケ
ガ
は
、
手
足
の
障
害
な
ど
の
外
部

障
害
の
ほ
か
、
精
神
障
害
や
内
部
障

害
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
外
部
障
害　

眼
、聴
覚
、言
語
機

能
、肢
体
（
手
足
な
ど
）の
障
害
な
ど

②
精
神
障
害　

統
合
失
調
症
、て
ん

津南町公式LINE

　「つながる、つなん」
　津南町公式ライン「つながる、つなん」をご存じでしょうか？町の
イベント情報や空き家バンク・求人情報がお持ちのスマートフォン
に届きます。また、U ・I ターン者向けに移住情報も発信しています。
登録は右のQR コードを読み込んで「追加」を押してください。

■お問い合わせ：観光地域づくり課　℡025-765-5454
QRコードを

読み取ってください

か
ん
、知
的
障
害
、発
達
障
害
な
ど

③
内
部
障
害　

呼
吸
器
疾
患
、心
疾

患
、血
液
・
造
血
器
疾
患
、糖
尿
病

な
ど

　

ま
た
、障
害
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、一
定
の
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
受
給
要
件
と
し
て
、障
害
の

状
態
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
程

度
に
該
当
す
る
こ
と
、そ
し
て
保
険

料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
、な
ど
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
障
害
の
状
態
と
は
、身

体
障
害
者
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
診
日
が
あ
る
こ
と
や
、

障
害
認
定
日
に
到
達
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
も
あ
り
ま
す
。

※
初
診
日
を
確
認
の
う
え
、申
請
書

類
（
医
師
等
の
診
断
書
な
ど
）を
そ
ろ

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、左
記
お
問
い
合

わ
せ
先
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

障
害
年
金
と
は

障
害
年
金
と
は
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

か
く
れ
た

発
見
し
隊

発
見
し
隊！！

魅
力
魅
力

中
津
川
左
岸
散
策
道
、

　
　
　
　
　

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
??

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
ジ
ャ
ー
＆

　

健
康
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　
　
　
　
　

Ｔ
ａ
ｐ
特
別
優
待
券
で

賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

①
「
夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

②
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

湯
っ
た
り
会
員
」

※
小
学
３
年
生
以
下
、
身
長
1
4
0
㎝
以
下
で
25
m
以
上

泳
げ
な
い
か
た
は
18
歳
以
上
の
大
人
の
付
添
い
が
必

要
で
す
。
（
大
人
一
名
に
つ
き
子
ど
も
二
名
ま
で
）

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
便
利
で
お
得
な
特
別
優
待
券

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
優
待
券
で
Ｔ

ａ
ｐ
各
種
教
室
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
プ
ー

ル
や
内
湯
・
サ
ウ
ナ
な
ど
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
健
康
で
い
て
欲
し
い
ご
家
族
や

友
人
へ
、
ま
た

夏
休
み
に
帰
省

さ
れ
る
お
孫
さ

ん
な
ど
へ
、
こ

の
優
待
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
１
口
５
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
併
せ

て
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
Ｔ
ａ
ｐ
の
活
動
に
関
心
の
あ
る

か
た
、
ま
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
た

い
企
業
の
み
な
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
販
売
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
：
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

　

プ
ー
ル
・
バ
ー
デ
・
サ
ウ
ナ
・
内
湯
な
ど
、

全
て
の
温
泉
ス
ペ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

【
お
問
い
合
わ
せ
】　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１（
毎
週
水
曜
定
休
）

　

ま
た
、
途
中
の
結
東
集
落
上
の
あ
ず
き
坂

ま
で
は
、
今
年
か
ら
雪
国
観
光
圏
に
て
整
備

し
て
い
る
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
と

も
共
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
歩
い
て
苗
場
山
麓
の
豊
か
な
自
然

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

　

夏
・
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
健
康
増
進

に
も
つ
な
が
る
、
散
策
道
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト

も
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
12
月
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
10
年
の
節
目

と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
10
年
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
据

え
、
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
苗
場
山
麓
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
て
か
ら
10
周
年
の
年
で
す
。

　

雪
と
火
山
と
そ
し
て
中
津
川
渓
谷
が
作
り

出
し
た
大
地
が
特
徴
の
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
。
そ
の
中
津
川
の
左
岸
側
の
自
然
豊
か
な

森
の
中
に
、
元
々
あ
っ
た
古
道
や
、
集
落
跡

な
ど
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
散
策
道
を
数
年
に
わ

た
り
開
削
・
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
し
、
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
石
坂

集
落
上
の
お
堂
か
ら
、
栄
村
の
矢
櫃
（
や
び

つ
）
村
跡
ま
で
の
全
長
27
㎞
の
林
間
コ
ー
ス

で
す
。

　

昨
今
、
荒
野
や
山
の
中
を
歩
行
や
徒
歩
旅

行
を
楽
し
む
人
の
た
め
に
、
ル
ー
ト
を
設
定

し
、
人
の
幅
ほ
ど
の
歩
道
を
整
備
す
る
「
ト

レ
イ
ル
」
が
人
気
で
す
が
、
中
津
川
左
岸
散

策
道
も
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
の
一
種
で
す
。

中津川が削った台地の上を通ります

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

クアハウス津南のプール
【無料期間】　

　7月25日㈭～7月30日㈫
【2割引期間】　

　8月 １日㈭～8月10日㈯
　※水曜日定休
【対象】小学6年生以下の子ども

【
対
象
】
津
南
・
十
日
町
・
栄
村
在
住
の
か
た

【
申
込
期
間
】
７
月
25
日
㈭
～
８
月
31
日
㈯

【
料
金
】　

３
，
０
０
０
円
（
１
ヶ
月
間
）

（
１
年
会
員
へ
の
継
続
特
典
あ
り
）

■５枚…５，０００円
　４００円引きで４，６００円
■１０枚…１０，０００円
　１，０００円引きで９，０００円



23 広報 令和６年６月号

〇夏・秋季企画展
　「原始感覚が響く JOMONの風 2024」
　会　期：7月13日㈯～11月4日（月・祝）
入場料：300円、中学生以下無料

　火焔型土器に代表される魅力的な造形デザ

インとともに、町内出土の縄文土器のカタチ

と文様を紹介します。また、それらにインスピレーションを受けた現代アート作家による作品も

併せて展示します。

〇開館20周年記念展 「なじょもん20年の軌跡」
　会　期：7月13日㈯～11月4日（月・祝）
　津南町農と縄文の体験実習館・通称なじょもんは、平成 16 年に開

館し今年で 20 周年をむかえます。この 20 年間で、およそ 27 万人

が来館されました。さまざまな体験実習や企画展示、イベントや

調査研究などの活動を振り返り、その軌跡を展示します。

〇巡回展
　「東南アジアの洞窟遺跡」
　会　期：7月13日㈯～11月4日（月・祝）
　東南アジア各地の洞窟遺跡の最新成果とともに、

新潟県内の洞窟遺跡について紹介します。

〇『苗場山麓ジオパーク
　ガイドブック実践編』の販売
　持ち歩き容易な A5 判の小冊子『苗場山麓ジオパークガイドブック実践編』を作成し

ています。

　発行済みの 10 冊に加え、新たに「沖ノ原・龍ヶ窪コース」・「鳥甲牧場・五宝木堆積物コー

ス」の 2 冊を発行しました。専用のバインダーは 1 冊 500 円、実践編各コースは 1 冊

250 円（12 冊まとめて購入すると 2,700 円）で販売しています。

〇『苗場山麓ジオパーク研究集録 第6号』 
　刊行のお知らせ
　苗場山麓ジオパークの学術奨励事業の報告、大地・自然・歴史文化にかか

わる論文などを掲載したものです。1 冊 1,000 円でお買い上げいただけます。

上野スサキ遺跡出土土器の展開図（Photo By T.Ogawa）

オープニングセレモニーの様子

魚沼市黒姫洞窟遺跡

『苗場山麓ジオパーク
ガイドブック実践編』

『苗場山麓ジオパーク
研究集録 第 6 号』

７月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 9:00～10:30 身近な薬草 500 低学年以上

7日㈰ 10:00～12:00 笹団子づくり 1,000 低学年以上

13日㈯ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

14日㈰ 10:00～12:00 陶芸(マグカップ) 1,500 中学年以上

15日（月・祝） 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 2,500 10才以上

20日㈯ 9:00～11:00 カラムシの刈り取りとおかき 500 高学年以上

21日㈰ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

※ 7 月 22 日以降の体験は、「なじょもん がむしゃら塾」チラシまたはホームページでご確認ください。
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この紙は
再生紙を
使っています

　「未来が其の胸中に在る者、之を青年と云う」。
自由民権運動の運動家、植木枝盛が遺した言葉
です。「未来を見据える人は、みな青年だ、年
齢じゃないね！」と私は解釈しています。津南
町は、高齢化率が 45% となっています。周辺
市町村も、先日伺った県央も、同じように高齢
化が進んでいるという印象です。人間の、生物
としてのサイクルが伸びることは良いことであ
り、人口構成が高齢となっても、みなが健康で
いきいきと、ときには新しい知識や物事のとらえ方も取り入れながら、
心の若さを保っていける社会になると素晴らしいと思います。
　その自由民権運動ですが、この津南の地にもかつて、自由民権運動
に奔走した先人たちがいました。その一人が、約 40 年間、秋成村の
村長や衆議院議員を務めるなどして、地元の自治と自立のために一生
を捧げた桑原重正（くわばら しげまさ）という人です。その業績をたた
える石碑が、秋成にありますね。新たな時代を求めて行動した若き桑
原たちの活動は、『津南町史 通史編下巻』にも記載があります。秋成
村で、夜７時から 11 時まで行なわれたという熱気あふれる演説会は、
12 月の豪雪の日にも、120 人もの参加者を集めたとありますので、
雄弁だったのですね。
　村長としては、村費で買った杉の苗木で、植林を奨励し、村の共有
林を広げました。秋成森林組合を設立して共有林を管理させ、採った
杉の木の売り上げで、道路や学校、水道などを造りました。この共有
林が、グリーンピア津南の開発につながったと言えましょう。他にも
遠大な計画をもっていたのではないかと思います。
　桑原ら津南の先人たちの魂は、今を一生懸命に生き、明日を見据え
る私たちを見守ってくださっていると信じています。
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■人口8,571（−９）　男4,155（−７）　女4,416（−２）

■世帯数3,430（＋４）　■転入／ 15　■転出／ 12　■出生／１　■死亡／ 13　■婚姻／１６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

髙橋　正男さん	 （79歳・赤沢）

滝沢　義一さん	 （94歳・赤沢）

村山　ナツさん	 （105歳・割野）

𠮷野　司郎さん （90歳・大割野）

高橋　邦夫さん	 （95歳・鹿渡）

半戸　州子さん	 （51歳・朴木沢）

桑原　高三さん	 （87歳・十二ノ木）

清水　ヨシさん	 （97歳・田中）

津端　悦子さん	 （87歳・上野）

大倉　一郎さん	 （84歳・小下里）

内山　煌
こう

誠
せい

（東京都大田区）
 侑耶さん
 優衣さん

10 年ぶりに田植え機に
乗車しました

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

津南町に関する防災・気象情報のほか、
生活情報などをメールにて配信しています！
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレス
へ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@info.cous.jp

［登録用メールアドレス］
tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について

3月30日㈯以降、防災メールの
配信者表記が「おしらせ つなん」となります。

津南町防災メールを
登録しよう！

QRコード

涌井　輝流さん（大割野）
滝澤　幸那さん（大割野） ｝

戸 籍 の 窓


